
SPOT
活動は●日時／毎週月曜日・水曜日 18：00～20：00

　　　　　　土曜日 13：00～17：00
●活動場所／文科系サークル共用施設D室（課外音楽棟D室）

活動は●日時／毎週火曜日・水曜日・金曜日 16：30～18：30
　　　　　　土曜日（男子9：30～17：00）（女子9：30～12：30）
●活動場所／学内テニスコート

こんにちは、ギタークラブです。私たちはクラシックギターを
用いた合奏を中心に活動していて、夏と冬の年に2回ある演奏
会に向けて練習に取り組んでいます。クラシックギターにはいく
つか種類があり、高い音を奏でるアルトギターや、低い音を奏で
るバスギター、コントラバスギターなどがあり、それぞれのギタ
ーの特色を活かした演奏ができるように日々練習しています！
部員は現在23名で、和気あいあいと活動しています。また、現

在の部員はほぼ全員ギター初心者で、ギターに触ったことすら
ない人も多かったのですが、皆ギターが弾けるようになってい
るので初心者の方でも安心して入部できます。
ギタークラブでは、演奏会だけでなく、合宿や、ソロギターを
披露する会、バンドを組んで披露する会など、イベントが盛りだ
くさんです！詳しくはHPやtwitterに情報を載せているので、ぜ
ひご覧ください！

こんにちは！全学硬式テニス部です！私たちは、男女ともに東
海リーグに所属しており、男子は1部リーグ昇格、女子は2部リ
ーグ昇格を目指しています。
週4日全体練習をしていますが、全体練習の時間以外にも自
主練に励んでいる部員が多数いて、各自の目標の実現、部とし
ての目標の実現に向けて懸命に努力しています。皆でアドバイ
スしあったり、時にはライバルとしてお互いに切磋琢磨しなが
ら日々成長しています。長期休みには合宿も行っており、集中的
にテニスを行い、ミーティングも行うことでチームとしてのレベ
ルアップも図っています。練習中と練習外のON.OFFをきちんと
しており、練習中は集中して厳しく練習に取り組み、練習外は
様々な学部から集まったユニークなメンバー間で楽しく過ごし
ています。
インターネット上
の掲示板、Twitterで
私達の活動記録が上
がっていますので、是
非ご覧ください。

女子主将 北村 桃子 （教育学部 3年）
代表：男子主将 篠永 克哉 （教育学部 3年）

【掲示板 URL】http://6232.teacup.com/mieutennisclub/bbs
【Twitter URL】https://twitter.com/mieutt

代表 勝田  大雅 （人文学部 3年）
【HP URL】http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Cafe/5625/indextrue.html
【Twitter URL】https://twitter.com/mie_guitarclub

全学硬式テニス部 ギタークラブ

ピ カ 100年を超えるモノづくりへの熱い思い！

▲（左より）加藤社長、三重大学卒業生の浅生さん

▲松阪鉄工所が開発し、国内トップシェアを誇る「エンビカッタ」

▲工場では熟練の職人により1つ1つの部品が丁寧に組み上げられます

▲新たに設計・製造された治具が工作機械に
　取り付けられます

※2：治具／工作物を固定するとともに切削工具などの制御、案内をする装置です

▲昭和40年代製造のボルトクリッパ※1：ボルトクリッパ／鋼線や丸棒などの切断を行うための工具です

初の国内生産、トップシェア
松阪鉄工所は1916年に創業した、創業100年を超える老舗の作業工具・工作機械用治具等の開発・製造会社です。開
発・設計の段階から、製造、組立、検査、出荷、そしてアフターサービスまでの全てを手掛ける一貫生産を行っています。
1928年に日本で初めてボルトクリッパ※1、パイプレンチを製造し、1967年には建物の水道や電線配管等に使用されて
いる塩ビ管（塩化ビニル管）を片手でハサミのように楽に切断できる「エンビカッタ」を世界で初めて開発しました。この
エンビカッタは現在も国内トップシェアを誇っており、三重県から世界を相手にモノづくりを行っている企業です。

使用する人の要望に応え、長年愛用される製品に
加藤社長に松阪鉄工所が国内トップシェアを誇るエンビカッタの開発経緯について伺うと、それまでの
工具はヨーロッパ等の海外工具メーカーからの輸入品が多く、手の大きさや体格の異なる日本人の職人
さんには使用し辛いものでした。そのような状況の中、ノコギリでの切断時には切りくずが発生してしまう
塩ビ管をハサミのようなもので簡単に切りたいという要望に応え
ようとエンビカッタの開発に至りました。海外メーカーが強い工具
市場において、日本で開発され世界へ普及した工具は非常に珍し
いそうです。
現在でも松阪鉄工所の社風として、一貫生産を行っていることに

より、会社全体で社員のモノづくりへのこだわりが強く、使用者の
方に長く愛用できるモノを作りたいという思いを持っています。
また、長く経営を続けていくには伝統と革新のバランスが大事と
いう話もありました。現在も伝統ある工具の製造を行う傍ら、最新
の工作機械に取り付ける治具※2の設計・製造も行うなど、伝統と革
新のバランスを大事にしていると感じました。

三重大OBにお聞きしました！
三重大学工学部機械工学科卒業生の浅生さんに松阪鉄工所での仕事について話を伺いました。浅生さんが松阪鉄
工所に就職するきっかけとなったのは、就職活動を行う際に、地元の三重県で働きたいという思いと、設計の仕事がして
みたいと思いがあったこと。また、松阪鉄工所が通常行っている集団での工場見学以外に、別の日に1人での見学をさせ
てくれたことも大きく、1対1で社内を案内、説明をしてもらうことで、より詳しく松阪鉄工所について知ることができ、見学
時の雰囲気もとても良かったことです。
就職して4年目となる現在は、治具の設計に携わっており、使用者からの依頼に基づいてオーダーメイドで設計を行

っています。「自分が設計したものが松阪鉄工所内で製造・組立・検査を経て形となって完成した時は泣きそうになるくらい嬉しい。設計・製造には予期せぬト
ラブルもあって苦労も多いが、実際に治具を使用したお客さんの声を聞くことができるところが魅力であり、仕事のモチベーションになっている」と、語ってい
ました。
浅生さんに加藤社長の印象について伺うと、「工具について詳しく、とても勉強熱心」。加藤社長のモノづくりに対する熱い思いが伝わってきました。
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●名　称／株式会社 松阪鉄工所
●所在地／本社工場
　　　　　〒514-0817
　　　　　三重県津市高茶屋小森町1814番地
●代表者／代表取締役社長　加藤 賢治
●事業内容／作業工具、機器類開発・製造、工作

機械用治具等設計・製造
●経営理念／・価値ある商品・サービスを創造し、

豊かな社会の実現に貢献する
　　　　　　・仕事を通じてお互いが豊かになり、

人として光り輝く舞台をつくる

【URL】http://www.mcccorp.co.jp
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